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発行 西徳山まちづくりの会

２０１５年４月１日 第２９号 
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づくりの会」で一緒にづくりの会」で一緒にづくりの会」で一緒にづくりの会」で一緒に

活動しませんか。会活動しませんか。会活動しませんか。会活動しませんか。会

では、常時会員を募では、常時会員を募では、常時会員を募では、常時会員を募

集しています。集しています。集しています。集しています。 
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宮島まちあるきと牡蠣小屋グルメ旅 
戸田駅発の日帰り旅行コース設定第１弾として企画し、１１人が参加しました。 

 ８時に戸田駅に集合し、８時２６分発の各駅停車で宮島口駅へ向かいます。車中

では、早速焼酎のお湯割りで喉を潤します。今日は１日自動車の運転はしないの

で、アルコールＯＫです。２時間で宮島口駅に着き、徒歩で宮島口港へ。宮島口港

から宮島港までは船で１０分です。１０時４５分、宮島の地へ降り立ちました。 

今日は、まちづくりの会の研修ということで、カメラ片手に宮島まち歩き(路上観察)

を実施します。 

 路上観察とは、1980 年代、赤瀬川原平氏や藤森照信氏が提唱したもので、考現

学の流れを汲みます。まちを歩き、路上のあらゆるところを徹底的に観察します。

細部に目を凝らし、今そこにあるものの中から変わったもの、面白いものを見つけ

て、カメラに納めます。 

 撮った写真に素敵な標題と説明を

付けて、次回全体会で提出してもらう

とのことで、路上観察記録用紙を持っ

て、三々五々、思い想いの方面へ歩

き出しました。 

ただ、ここは宮島です。抜かしてはな

らない観光スポット、嚴島神社があり

ます。嚴島神社は海を敷地とした大

胆で独創的な配置構成、平安時代の

寝殿造りの粋を極めた建築美で知ら

れる日本屈指の名社です。廻廊で結

ばれた朱塗りの社殿は、潮が満ちて

くるとあたかも海に浮かんでいるよう

に見えます。 

まずは、ここを参拝し、各人のまちあるきが始まります。宮島の案内絵図を手

に、２時間島内を散策しました。まちあるきが終わると、早速、本土に戻り、いよい

よグルメです。 

宮島口駅から西にひとつの前空駅

近くのかきの館で焼き牡蠣をいただ

きました。生牡蠣をバケツで購入し、

隣の BQ コーナーで焼きながら食べ

ます。時期は終わりに近いですが、

念願の焼き牡蠣とカキフライと焼きお

むすびを腹いっぱい食べ、おいしいビ

ールで乾杯し、大満足な一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

路上観察する皆さん！！はいポーズ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私の名前は美和子と申します。ずいぶん昔のことなので、夢か現か定かではございませんが、記憶をたど

りながらお話したいと思います。 

 主人と私が都濃郡戸田村にある山田様のお宅にお邪魔したのは、

確か明治３４年の９月、日露戦争の３年前の事でした。当時私どもは

三田尻に住んでいましたので、東に向けてしばらく歩くと、橘坂にいた

ります。ここから見る瀬戸内の海は本当に美しくきらきらと光って、富

海の浜が眼下に見えました。この浜から多くの長州藩の志士たちが

京・大阪へと海路出発したものと聞いております。 

富海を過ぎると山陽道は椿峠という急な上りに差し掛かりました。

峠を越えてだらだら坂を下っていくと、左手の少し高いところに山田様

のお宅が見えてきました。 

幕末の頃には多くの尊皇攘夷の志士たちがこの山田様のお宅を訪れたそうでございます。あの長州藩の

重臣の村田清風先生も訪れたそうです。松下村塾の塾生たちも路銀を無心したり、ご飯を食べさせてもらうた

めに立ち寄ったかもしれません。 

私たちのお相手をしてくださったのは８代目ですが、６代目の

当主様は国学を学んでおられたということです。国学とは天皇様

を中心に日本の国の伝統を重んじるという学問で、尊皇攘夷の

元になった学問だと聞いております。 

山田家８代目の当主様は、それは穏やかな人で、私の主人と

なにやら話し込んでおりました。後で聞いたのですが、欧米の地

方自治や議会制度のことなどを話していたようでございます。ま

た、そのことを書にしたためたとのことです。その書は今でも山田

家の鴨居に額に入れて掲げられているそうですね。 

何しろ主人は群馬県令（知事）をいたしておりましたので地方

政治のことは詳しかったのでしょう。 

その間、私は奥様に有栖川の宮家からの拝領物などを見せていただいて、時間を過ごしました。山田家は

萩本藩の重臣、堅田様の家臣でありましたので、このようなもったいない物もあったのでしょう。 

なぜ私の主人が、こんなにも山田様と懇意にしていたのかと申しますと、何代目かの当主様になられる人

が養子に出られ、萩明倫館の先生をなさっておられたので、夫、素彦と知り合いだったらしいのです。 

その後、山田様も三田尻にお越しの際は手土産を持ってきたりしてくださいました。私も何度かお礼のお手

紙を差しあげたりしました。年賀状のやり取りもして、楫取家と山田家のお付き合いは続いたのでございます。 

私の前の主人は、京都御所の禁門の変で自害してしまいました。あの当時の人は、本当に自分の命をなん

と思っていたのでしょうか。 

その後、楫取素彦（小田村伊之助）に嫁いでいた実の姉の寿（ひ

さ）が他界いたしましたので、私が楫取の嫁になり、身の周りの世

話をしたのでございます。 

楫取は兄の寅次郎と同じく、本当によく勉強をしておりました。兄

が安政の大獄で死罪になった後、兄の私塾松下村塾をまかされた

こともあります。 

私は吉田寅次郎の妹の文でございます。今振り返ると、明治の

御一新はまるで夢のようであります。私は大正１０年にこの世に別

れを告げました。 

シリーズ名所・旧跡めぐり  

   「山田家本屋」 
郷土の歴史にくわしい山下恒夫さんにお聞きした話

をもとに物語をつくってみました。      神本 記 

 

 

 
楫取 美和子さん 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標５ 組織を拡充し拡大する  ウォーキング等で入会を呼びかけたが、会員増には至らなかった 

目標６ 他の諸団体と連携し効果的な活動を展開する  湯野の「ゆかた祭り」などに参加した 

 

『平成２６年度の活動』を検証する    

目標１ 戸田駅を中心とした活動を継続する 

計   画 検    証 

①西徳山の玄関口である戸田駅

を「花の駅」として整備する 

ほぼ達成 

○駅前の花壇をコンクリート製テストピースで整備し完成した 

○「花の駅」を「湯戸飛夜いけいけだより」で積極的にＰＲした 

②駅舎の活用を考える 
継続検討中 

○戸田駅前の整備を市に提案し、返事待ち 

③戸田駅前でイベントを開催する 
ほぼ達成 

○戸田駅でミニイベント「クリスマス会」を開催した 

 

目標２ 「西部道の駅」を拠点とした活動に新たに取り組む 

計   画 検    証 

①「道の駅ソレーネ周南」の盛り上

げに積極的に協力する 

ほぼ達成 

○「いけいけ収穫祭 inソレーネ周南」に協賛し参加した 

②惣菜工房「ひとめぼれ♡」の活

動を支援する 

達成 

○「ひとめぼれ」の活動を積極的に支援した 

 

目標３ 西徳山の発展を目指した新たな活動に取り組む 

計   画 検    証 

①“観光資源”“自然環境”を活か

した活動を目指す。 

概ね達成 

○地元の有名人を「湯戸飛夜いけいけだより」の“地元の達人シリーズ”

で紹介した。観光ＭＡＰづくりは進行中 

②西部地域のウォーキングコース

を充実・PR する 

概ね達成 

○MAP づくりについては進行中。参加者は増え、入会の呼びかけをし

た 

③高齢者や子供たちに優しい街

づくりを目指す 
実施できなかった 

目標４ 交流・研修・広報活動に取り組む 

計   画 検    証 

①研修旅行・見学会の定期開催 
達成 

○「ＪＲ戸田駅発の宮島日帰り研修旅行」を実施した 

②セミナー、交流会の企画開催 実施できなかった 

③広報活動を行う 
達成 

○「湯戸飛夜いけいけだより」を年４回発行した 

 

 



 

 

戸田駅西側（元ゆーとぴや駐車場）に植えた山桜や八

重桜も年ごとに大きくなりました。皆さんの憩いの場にな

っているでしょうか。 

季節は春。暖かくなり“草取り”、“苗植え”と駅

前作業も一段と忙しくなります。作業している私

たちに声をかけてみていただけませんか。花の

話や世間話をしたいですね。お願いします。 

今年もたくさんの花々を咲かせたいですね。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
       

お知らせ 

○西徳山まちづくりの会の全体会 
原則として毎月第１水曜日の１９：３０から、夜市公民館で開催します。興

味のある方は遠慮なくご参加ください。 

○「平成２７年度総会」を開催します 
５月２３日（土）１８：００から夜市公民館で開催します。総会後は楽しい懇親

会もあります。新たに入会を希望される方も大歓迎です。 

○西徳山まちづくりの会のホームページＵＲＬを変更しました 

西徳山まちづくりの会 “第１３回てくてくウォーク”に参加して 
マップ片手に JR 戸田駅を出発、まぁー早いこと２０分余りでソレーネ周南

に到着。次に行くのはポンポン岩、この岩はなぜポンポン岩というのか不明

である。参加者に主催者から宿題として託される.(宿題はできたのかな？)  

一行はよく晴れた暖かい一

日、四郎谷の海に向かう途中顔

のないお地蔵様があり、マニア

に大人気のカメラスポット四郎谷

の棚田を左に見て、天野屋利兵

衛の話を聞きながら四郎谷の海

岸に到着（ふぅー疲れた！）。工

房ひとめぼれの心尽くしのぶた

汁とおにぎりを食べゆったりした

海に、一句浮かびそうなホットし

たひとときでした。 

午後からは、明治時代の鉄道トンネルに行きレンガつくりの古いトンネルは

遠い少年時代の海遊びを思い出させたことでしょう……。それから戸田駅に

向かって帰りました。毎日車で通っていれば、なんてことのない道も歩くことで

新しい発見がありこころもからだもリフレッシュすること請け合いです。皆さん

も「てくてくウォーク」に参加してみませんか？ 

                                     （昭ちゃん） 

西徳山まちづくりの会 

ホームページ URL: 

nishitokuyama.web.fc2.com 

「桜の季節です」花いっぱい運動 

編集後記 

 

シリーズ西徳山の名所旧

跡で、周南市湯野にある「山

田家本屋」を取材した。観光

案内ボランティアをされてい

る山 下 さんの 詳 しい 説 明

に、思わず聞き入った。 

大河ドラマ「花燃ゆ」は、

吉田松陰の妹の文の物語

である。その文の後の夫と

なる楫取素彦や村田清風の

書も残されていて、実際に

山田家に立ち寄ったと思わ

れる。文（楫取美和子）の手

紙も展示されている。 

山田家と楫取家との交流

を書くだけのことだが、なぜ

両家の交流が始まったの

か。山田家に尊王の志士た

ちが立ち寄ったといわれる

理由は。楫取素彦の書は明

治３４年だが、これは日露戦

争の３年前になること。そし

てその１０年後に戸田駅が

営業を開始したことなど、多

くのことを知ることができた。 

一人の人間の生き様には

それぞれの時代背景があ

り、歴史の中に身をおいて

いるのだと思う。こんな身近

にも興味のある物語がたくさ

んある。 

歴史を語り継いでいくのも

まちづくりのひとつである。 

神本康雅 

発行責任者 

会   長  神本康雅 

広報部長  木曾裕子 

 

 

  

 

説明を熱心に聴く皆さん 

熱心に手入れをするＵ子さん 


